
 

曲目解説                              

 
●モーツァルト：弦楽四重奏曲 第 17 番 変ロ⻑調 K.458 「狩」 
 モーツァルト(1756-1791)の全 23 曲の弦楽四重奏曲の内、1784 年に書かれた曲。第 14 番から第
19 番までの６曲は 1785 年にまとめて出版され、ハイドン（1732-1809）に献呈されているため、 
ハイドン弦楽四重奏曲と呼ばれています。（全４楽章で 28 分ほど） 

第 1 楽章 Allegro Vivace    ６／８拍子 変ロ⻑調 
         冒頭の音型が狩のホルンを思わせるところから「狩」という愛称が付けられています。 
    （詳しくは後述） 
 第２楽章 Menuetto Moderato  ３／４拍子 変ロ⻑調 
    通常のメヌエットで主部―トリオー主部という形式です。 
 第３楽章 Adagio              ４／４拍子 変ホ⻑調 
    大変ゆっくりしたテンポです。聞いていて１６分音符かなと思える音符は 
    楽譜上では３２分音符で書かれています。 
 第４楽章 Allegro assai         ２／４拍子 変ロ⻑調 
    軽快に進みますが、展開部では対位法的な緊張した部分も登場します。 
 
「狩」の愛称について。 

・６／８であること。 
モーツァルトの暮らしていた１８世紀のウィーン、貴族が狩に行く際には馬に乗っていきま

す。馬が獲物を見つけて速足になった様子は パッカパッカとなります。 
  このリズムに音符を当てはめると ♩♪♩♪ となり６／８拍子になります。 
  ということで騎行を表すにふさわしい拍子は６／８。代表例はスッペの軽騎兵序曲。 
 ・冒頭の音 
   貴族が馬を連ねて狩に行く際、先頭の騎手は合図（止まれ、進めなど）を出すために角笛を

持っています。角笛にはピストンなどはないので、出る音はドミソドしかありません。 
  モーツァルトの曲の第１楽章冒頭の第１ヴァイオリンの楽譜は次のようになっています。 
 
 
 
 これを変ロ⻑調の階名で読むと ソ｜ソミミ ミドド｜ドーミ レとなり、最後のレ以外はドミ
ソの音だけでできています。そこでこのようなドミソの音だけでできている６／８拍子の音型は
“狩のホルン”の象徴とみなされるわけです。 
 
●藤倉 大 アクエリアス 

作曲者の藤倉大は 1977 年、大阪生まれ。1993 年、15 歳で単身渡英。博士課程をキングス・カッ
レジ・ロンドンでジョージ・ベンジャミンに師事し学位取得。2009 年３月以降は、イギリスのロ
ンドン在住。 

オペラから協奏曲、室内楽、ソロ作品まで、あらゆるジャンル・楽器のための曲を精力的に発表
しています。コンサート米子に登場したホルンの福川伸陽、前回例会で箏のソロ曲を披露した LEO
など多くのアーティストとのコラボレーションによる楽曲提供を行なっています。 



2020 年には、広島に投下された原爆の犠牲となった女性の遺品ピアノにインスパイアされて作
曲したピアノ協奏曲第４番≪Akiko’s  Pano≫や、全体主義の脅威を描いたオペラ≪アルマゲドン
の夢≫が世界初演され、大きな話題となりました。 

 
Aquarius （アクエリアス） 
 カルテット・アマービレの委嘱により、2020 年に作曲された第３番となる弦楽四重奏曲。 
 演奏時間は約 10 分。 

 
（以下は藤倉さん自身による英文の解説を滝田織江さんが日本語に訳した文章です） 

弦楽器アンサンブルは、単なるソロの弦楽器の集まりではないと思っている。弦楽器たちが一
緒に音を奏でると、まったく別の楽器、まるで別の生き物のようになるから。 

  弦楽四重奏を含む弦楽器アンサンブルのサウンドには弾力性がある。その弾力性のある弦楽ア
ンサンブルこそが、ある形からまた別の形へと連続的に形を変えて、変容していくことができる、
唯一の組み合わせだと僕は思う。  
 形だけじゃない。サウンドを聴きながら、触ってみたり、絞ってみたり、食べてみたらどうだ
ろう、と僕は想像しはじめる。ふーむ、外側はカリっと固いけど、内側は柔らかいな。いや、そ
の逆かな？どんな味だろう・・・・・   
 隙間や断片感のない、自由に変化していく作品を作りたいと僕は思った。気づいたときには、
もう弦楽四重奏がその少し前に演奏していたものとはまったく異なるサウンドを奏でているよ
うな。 

  作品タイトルは、浮遊する、液体のような形を想像していたので、「アクエリアス」がぴった
りだと思った。そして偶然にもこの作品を書き終えたのは、これから２０００年続く水瓶座の時
代（アスエリアスエイジ）に突入した（または、ちょうどする）頃だった。 

  ⻄洋占星術について僕は全く知らなかったし、特別興味があったわけではないけど、せっかく
こんなタイミングに居合わせたので「アクエリアス」と名付けるしかなかった、というわけだ。 

               
●メンデルスゾーン：弦楽四重奏曲 第 6 番 ヘ短調 Op.80 
  メンデルスゾーン(1809-1847)の全６曲の弦楽四重奏曲の内、1847 年に書かれた最後の曲。 
 この年、メンデルスゾーンはまだ 3８歳ですが、作曲、指揮活動（ゲヴァントハウス管弦楽団の

指揮など）、演奏活動（ピアノ、オルガン）での疲労が重なって体力も落ち、死を予感していた
ことと、同年 5 月の姉ファニーの死（42 歳）に際しての悲しみが、ヘ短調という調性に反映さ
れています。（全 4 楽章で 30 分ほど） 

  
第 1 楽章 Allegro assai        ２／２拍子 ヘ短調 
   冒頭からのトレモロの響きが不安感を募らせます。 

 第２楽章  Allegro assai         ３／４拍子 ヘ短調 
    スケルツォです。短調の響きが前面に出ています。 
 第３楽章 Adagio              ２／４拍子 変イ⻑調 
    調性は⻑調ですが、明るさは控えめです。 
 第４楽章 Allegro molto        ２／４拍子 ヘ短調 
   最後は３連符の響きで圧倒的に終わります。 

 


